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中国人就学生追跡調査 に見 る日本語 と日本人観の変化
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Chinese Pre-college Students' Ability of the Japanese Language and 
 their Image of the Japanese People How They Have Changed?
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要旨　本稿は、前回実施 した中国人就学生(日本語学校生)に対する聞き取 り調査の1年後に、前
回調査 と同じ学生の中から追跡調査が可能な学生(現在、大学生)に対 して再び聞き取 り調査を実















査 と同じ学生の中か ら追跡調査が可能な10名(現在大学1年 の留学生)に再び聞き取 り調査を実
施 し、滞日期間の長期化と生活 ・日本語 ・日本人観 との関係を考察するものである。最初に第1
節で、ひとりの中国人学生の語 りを取 り上げ1年 間にどのような変化が生 じたのか検討する。第





た学生のひとりから聞き取 り調査で得られたデータをもとに1年 間の生活面 ・日本語学習面等の
変化 を考察する。語 りをフィール ドノーツに記録 し文字化 したものを整理 してまとめた。〈 〉
は、筆者の質問を表わす。 ・
聞き取 り調査日と聞き取 り時間:2009年1月3日(合計4時間)







方はよくわからないが、意味は大体わかる。あとは、送 り仮名の難 しさ。たとえば 「行」





学 してか らは聴解能力が向上 したと思う。だか ら、今は 「聴解」は簡単に思えて、「会話」
が難 しく思える。最近受けた日本語能力1級試験では、「聴解」がものすごくよくできた。
うそみたいによく聞き取れた。 日本語学校の ときは 「聴解」テープが速 く思えて、まった
く聞き取れず、困っていた。今は大学の講義でいつ も先生の話 をよく聞いているか ら「聴




















にも留学生はできないです。日本人の学生にはいいと思 うけれど … 。 もう本当に疲れ


















ている。 日本の大学に入学して期待通 りでよかった。就学生の頃と比べて心が成長 したと















則正 しい生活をしていたし、友だちや先生 とも毎 日何時間もいっしょにいた。まるで自分
の家にいるような雰囲気だった。今は日本語学校が懐かしいです。毎 日にぎやかで盛 り上
がってお祭 りみたいだった。大学は講義を自分で選んで聞くだけだから。毎 日友だちと会
えない し騒げない し… 寂 しい。












のかどうなのか見抜 く力がなかった。日本人は 「本音 と建前の人」というイメージがあっ





このように日本語学校生から大学生へ と環境が著 しく変化 したことが、日本人観に影響 をおよ
ぼしている。 日本人に対するイメージの変化は、日本での生活体験の増大 による日本人観察の余







前回調査 した中国人就学生62名の進学先は、専門学校3名 、短期大学1名 、大学50名、大学院
4名、研究生2名 、その他大学不受験2名(帰 国1名 、結婚1名)で ある。専門学校に進学した
学生の専攻は全て「服飾デザイン」が占め、短期大学 ・大学 ・大学院進学者の専攻は「経営 ・経済」
が大半を占めるのが特徴である。
(2)日本語 と日本人観、社会的ネットワーク(日本の友人)





消 した代わ りに 「読解」と「作文」に困難を感じている。大学生になってか らは、日本人教員の生
の声に触れ、講義内容に関する質問や教員のフィー ドバ ックを通 して双方向的学習の機会が増大




一方、日本人観は5名(B子、D男、E子、F男 、H子)が悪化傾向を示 した。また 日本人は「差
別する」という見方が1年前には4名であったのが5名に増えている。アルバイ ト先での日本人 と
の賃金格差、深夜労働や3K職 場への配置などを差別的と受け取っている。 また1年 前には1名
しか抱いていなかった 「怠け者」というイメージが、2名 に増えた。「男女不平等」は3名 で変わ
らない。これとは逆に日本人のイメージが好転 した学生 もいる。「やさしい」というイメージを
抱いていた者は3名 から、1年後には4名 に増えている。A子 の回答にあるように「信頼できる」
が加わったこと、G男 の日本人観が 「冷たい」、「不親切」から「礼儀正 しい」、「やさしい」に、ま
た1子 が 「冷たい」、「話 しにくい」、「差別する」から「話 しやすい」、「親切」、「やさしい」に、J
子の回答から「差別する」、「男女不平等」がなくなり「親切」、「信頼できる」に変化したことである。
これらは、留学経験による異文化接触の結果 と考えることができる。すなわち、かれらが一 日の
内で最も多 くの時間を費やすアルバイ ト先の上司 ・同僚や日本人客、新 しく接触が始まった大学









日本への定住意思に関しては8名 が1年前 と同じ回答をしてお り、1名のみ変化が認められた。
1年前は 「大学卒業後2～3年 働いたら中国に帰 る」という回答をしていた学生(男性)が今回の
調査では 「日本に永住する」と回答 している。それは日本永住を選択した中国人友人の影響 を受
けた結果であ り、単独での永住を希望するものではない。
1年の間に、日本への定住意思に大 きな変化は認められず、冒頭で語 りを取 り上げた学生(23歳、
女性)と同様の結果が表れた。 日本での留学年数をあらか じめ中国の両親と相談 し明確に決めて
から来日する学生の多いことが認められた。
(4)心的ス トレスと健康状態の変化
<あ なたは、1年 前の日本語学校生のときと大学生になった現在 とでは、どちらがス トレスを強
く感 じていますか?〉
心的ス トレスに関しては、10名全員が日本語学校生の ときより現在の方がス トレスを強 く感 じ
ている。この内、1名はス トレスが原因で入院中であった。身体の健康に関しては、どうだろうか。
表4の とお り、大学生になった現在の方が健康状態の悪い学生が3名 おり、就学生時代 と健康
状態が 「変わらない」と回答した学生を含めると大半が健康状態 は悪いか変わらないかの どちら










学生時代 には同国の学生 と日本語学校でアットホームな雰囲気で生活 してお り勉強の忙 しさは

























オース トラリア、 ドイツの順であった(杉村、15)ことか ら考えると、近年はアメリカ ・アジアか
ら西欧へと移動の方向性が変化 してきたといえる。 このように本稿における聞き取 り調査から、
子 どもに対 してより一層の高キャリアを希求する中国人留学生の家族像が浮 き彫 りになった。 し
かしながら、日本への就学指向が依然 として高いのは、先述のように西欧への就学希望はあるも
のの、アルバイ トで自活 しなが らの勉学は困難である。それが可能なのは日本 しかないから、便









本調査の結果、 日本語学校生のときに描いた夢 と大学生になってからの夢とは1表7の ように
ほとんど変化 しないことがわかった。D男 の場合、将来の夢が 「日本語教師」か ら「情報関連企業





言語能力(たとえば専門科 目や期末テス ト問題の語彙知識)に 自信 を喪失するとともに、心的ス
トレスが強 くなっている。日本語観では、1年 前に最 も簡単な科 目が 「会話」で最も困難を感 じ
ている科 目は 「聴解」であったのが、最も簡単な科目が 「聴解」となり、最 も困難を感 じている科
目が 「読解」と 「作文」というように、全 く異なる結果を示すことが明 らかになった。外国人 とし
ての日本語教育受講者であった日本語学校生から日本人とともに学ぶ大学講義受講者へと教育の
質 ・方法 ・日本語学習時間数の変化が日本語観の変化に繋がっている。就学生の時は日本の大学
受験を目指す進学予備教育 としての日本語教育に終始 し、学問的 ・体系的な勉強はしてこなかっ








なってからでは生活や日本 語 ・日本人観に大 きな変化が見 られ、それ らに影響を与えている要因
は、日本人との異文化接触、大学の教育、留学生支援組織、生活体験、社会的ネットワークであ
る。滞 日期間の長期化による異文化接触機会の増大は、必ず しも日本人観に影響を及ぼす とは限
らない。日本人観は滞日期間の長期化により好転あるいは悪化するわけではなく、学生個々人の
生活体験によるものであることが確認された。 しかしなが ら、中国人就 ・留学生に対する本研究
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